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セ ラ ミ ッ ク ス 担体 を用 い た リパ ーゼ に よる リ ン 脂質の 加水分解反応

（日本 ガ イ シ ）川瀬三雄 ，吉田安子
，

○ 山本康彦 ， （花王）三井 誠 清水雅美

（1）目的
一

般に 有機溶媒中で 水難溶性物質を基質 とす る 酵素反応 を行 う場合、有機

相 へ の 酵素の 可溶化 が 重要 な問題 と な る 。 本研究 で は 、 リ パ ー ゼ を微粒の セ ラ

ミ ッ ク ス担体 に 圏定化 させ る こ とで 、 有機溶媒中 に 分散 させ 、 有機溶媒中で の リ

ン 脂質の 加水分解反応 を行 っ た と こ ろ 、 有機溶媒中 の 水分量 を コ ン トw 一 ル す る

こ とに よ り高 い 反応収率が得 られ た の で 、報告す る 。

｛2）方法 基 質 と して 大豆 レ シ チ ン を用 い 、 有機溶媒（酢酸 エ チ ル 1ヘ キ サ ン ）に 溶解

した 。 リパ ーゼ は 大豆由来ホ ス ホ リパ ー ゼーD で 、 セ ラ ミ ッ ク ス 担体・SM −IO（i｝に

物理吸着法で 固定化 さ せ た 。 10me の 試験管 に 基 質溶液2me と固 定化担体1gを入 れ

て 、 30°C恒温槽で 振 と うさせ 反応 を行 っ た 。 試料 は所定の 時間ご とに サ ン プ リ ン

グ を行 い
、 液体 ク ロ マ トグ ラ フ ィ

ーで 定量 し、経時変化 を調 べ た 。

（3）結果 基質溶液中の 水分量 を コ ン ト ロ ー ル す る こ とに よ っ て 、反応収率が 大 き

く変化 する こ と が 確認 さ れ た 。 微水系 に お い て 、水分含量 の 増加 と と も に反応収

率 は 向上 し、飽和水分量 で 反応 を行 っ た と こ ろ 、 24時間で 90 ％ 以上 の 反応 収率 を

得 る こ と に成功 した 。
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　　　　　 化学処理 に よる リパ ーゼ 機能 の 改善

（香川大 ・敬育
・
化学 》○ 野村英加 ・岡本泰範 ・jll瀬雅也 ・西原浩 ・高 尾將 臣

1 ，目 的　酵索は化学触媒に比べ 様 々 な特徴
一高い 特異性な ど一を有 し、そ の 利用が注 目

されて い る。 しか し、その 構造か ら由来す る 不安定性が大 きな問麗 とな っ て い る。 我 々 は、

工 業的にも利用衝燈の高い加水分解酵素 リパ ーゼ の 安定性
一
特に、連続使用時の 操作安定

性
一

を簡単な化学処理 ζより改善す るこ とがで きた の で報告す 嵐

2 ，方法　リパ ーゼ は酵母 　Candida　cylindracea 　由来の リパ ーゼ OF を用 い た 。 活霆は

メ ン トール とデカ ン酸 の エ ス テ ル 化反瓣 に より評価した 。 化学処理は リパ
ー

ゼをセ ライ ト

駁着 さ せ る と き に 様 々 な 添加 物 を加 える こ と により行 う た ．

童、ま た ご 化学 処 理 した リパ ー
、

ゼを用い な 連競型パ イオ リア クタ
ー

として、CSTR を用い運転中の反応率と立俸選択牲

に つ い て検討した ．反 応は通常パ ッ チ及び連続 の いずれの場合も 30 ℃ で 行 っ た．

3 ， 結果

「
リパ

ーゼ OF をカル シ ウ ム く50mM ）で 処理 した とこ ろ．s 酵索 の エ ス テ ル 化

活性 が 少 しで は あ るが向上 した．また、こ の 処 理 に よ り酵素 の 立体選択性は少 しも影響を

受けな か っ た 。こ の 結果 を基に カル シウ ム 処理 した リパ
ーゼ の 連続型 パ イ オ リア クタ

ー
へ

の 応用を試み た 。リパ ーゼ は 繰作性 の 点 か ら カ ル シ ウ ム 処 理 の 後さ らに PU − 3 で固定化

し用い た ．
バ イ オ リ ア ク ターと して は 連続携拝 槽 盈 反 応 器 くCSTR ） を 胴 い た 。カ ル シ

ウ ム 処理 した リパ ーゼ を用 い た も の は 連続運転鬩始後 300 時間経過 してもほ ぼ IOOXe．　e．

の 光学純度 を保 っ て い た が、未処 理 の も の

』
は 85短、e．に 低下 した ． こ の よ う に、カ ル シ ウ ム

処理 と い う摘単な操作に より連続使用にお け る立体選択性の低下 を防 ぐこ とがで きた．
’
ま

た 、熱安定性に お よぼす効果 に つ い て も検討を加えた ．
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